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子会社の異動（株式の取得）に関するお知らせ 

当社は、平成 24 年 1 月 16 日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である株式会社九州オーテ

ックの株式を追加取得し、連結子会社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．異動の理由 

 当社の持分法適用関連会社である株式会社九州オーテックは、オーテックグループの九州地区での管工機材商

品を販売する拠点として位置付けております。今回の株式取得による連結子会社化は、新規顧客の開拓及び管理

部門の強化など、より積極的に経営へ関与することで、オーテックグループの九州地区での事業拡大を図るため

であります。 

 

２．異動する子会社（株式会社九州オーテック）の概要 

（１） 商 号 株式会社九州オーテック 

（２） 本 店 所 在 地 福岡県博多市博多区那珂五丁目 4番 25 号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 坂本博美 

（４） 事 業 内 容 管工機材商品の販売 

（５） 資 本 金 の 額 30,000 千円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 52 年 3月 29 日 

（７） 

 

大株主及び持株比率 

 

㈱オーテック 31.25％ 

坂本博美   31.25％ 

大窪洋史   14.08％ 

他 ５名   23.42％ 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

資 本 関 係
当社は、当該会社の株式の 31.25％を所有しており

ます。 

人 的 関 係

当社の取締役 1名が当該会社の取締役を兼務し、当

社の従業員 1名が当該会社の監査役に就任しており

ます。 

取 引 関 係
当社は、当該会社に対して主に管工機材商品の販売

をしております。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況
当該会社は、当社の持分法適用関連会社であります。



（単位：千円） 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 平成 21 年／2月期 平成 22 年／2月期 平成 23 年／2月期 

純 資 産 145,629 122,667 109,593 

総 資 産 292,017 250,587 235,382 

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 2,427.16 2,044.46 1,826.55 

売 上 高 561,409 340,177 333,841 

営 業 利 益 1,538 △23,744 △12,979 

経 常 利 益 2,264 △22,756 △12,866 

当 期 純 利 益 691 △22,961 △13,074 

１株当たり当期純利益（円） 11.52 △382.70 △217.91 

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） － － － 

 

３．株式取得の相手先 

氏 名 住 所 取得株式数 当 社 と の 関 係 

片岡すみ江 福岡県福岡市 5,000 株 該当事項はありません。 

松本秀一郎 福岡県福岡市 4,150 株 該当事項はありません。 

村上昭八郎 福岡県宮若市 2,250 株 該当事項はありません。 

瓜生友幸 福岡県福岡市 400 株 該当事項はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数 

18,750 株 

（議決権の数：18,750 個） 

（所 有 割 合：31.25％） 

(２)取 得 株 式 数          

11,800 株 

（議決権の数：11,800 個） 

（取 得 価 額：5,900 千円） 

(３)異動後の所有株式数 

30,550 株 

（議決権の数：30,550 個） 

（所 有 割 合：50.91％） 

(４)取得価額の算定根拠 

 直近事業年度（平成 23 年 2 月期）における当該会社の純資産価額をもとに、株式取得の相手先と協

議のうえ決定しております。 

 

５．今後の日程 

取 締 役 会 決 議 平成２４年１月１６日 

株式譲渡契約書締結 平成２４年 1月１６日 

株 式 譲 受 期 日 平成２４年１月２０日（予定） 

 

６．今後の見通し  

 本件が当社グループの業績に与える影響は軽微であると考えておりますが、今後、当社グループの業績に重要

な影響を与える見込みが生じた場合は、別途開示させていただきます。 

 

以  上 


